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   忘れてはならない人々 

研究所長 太田敬雄 

  ３・１１の大震災以降、日本社会は大きく変わ

りつつあるという予感に捕われているのは私だけ

だろうか？あの地震・津波の範囲が余りにも広く、

従って被災の内容も地形や地域社会の形によって

实に多様である。 

 漁村の被害と対忚の仕方は当然農村の被害の対

忚とは異なるし、原発周辺の状況もまた大きく異

なる。一カ月以上経っても、メディアはその全貌

を捉えきれず、伝えきれていないように思われる。 

 ある大学の授業で、私は学生達に海外のメディ

アがこの東日本大地震がどのように報道している

かを検証させた。そこで明確になってきたことが

一つあった。それは、地震発生当初の映像は別と

して、その後の日本の報道では「死者」は数でし

か報道されていないのに対して、海外諸国のメデ

ィアは写真や映像で津波にさらわれていく人の

姿、亡くなった方の遺体や遺体の収容の様子、棺

桶の土葬の有り様などを報道していることだ。 

 日本のメディアが「死」を隠しているとは思わ

ない。身近な人々の悲惨な姿を衆目に晒さないと

いう配慮が働いたものと思われる。しかし、結果

として「死」にまつわる報道は日本では最大限自 

粛されているのだ。その善意の配慮の中で、私た

ち 

ちは何万にもなる命を落とされた人々を記憶の奥

に追いやり、忘れ去ろうとしている。その方々の遺

体を収容するために日夜大変な思いをしている大

勢の人々の存在も又見なくなってしまっている。 

もちろん、今の日本社会の第一の問題は被災者の

救援である事には違いない。しかし、私たちは同時

に亡くなって逝かれた人々の事をしっかりと受け

とめ、記憶に留めなくてはなくてはならない。そう

でなければ、彼らの死は「無駄死に」になってしま

う。亡くなった方々の遺体収容に最前線で当たって

いる大勢の人々の苦労も又報われなくなってしま

う。 

死者への思いをしっかりと受けとめて、これから

の日本社会の再構築を進める時、その人々の死と、

遺体収容のため日夜働いている方々の存在が「無駄

死に」「報われない労苦」では無くなるのではない

だろうか。 

仙台からの帰り道に出会ったメキシコからの救

援隊のメンバーの話しを聞くことが出来た。彼は

「日本は凄い。遺体探し・収容活動を二度繰返して

から初めて重機を入れて瓦礫整理をする。これまで

自分が救援に行った被災国では遺体も瓦礫もいき

なり重機で片づけていた。」彼をうならせた日本の

死者に対する手厚い配慮が、逆にその人々の存在を

忘れさせるような事になってはならない。 

不慮の死をとげた人々に思いを馳せつつ、これか

らの日本を構築していく事で、忘れてはならない

人々の存在が活かされると信じる。 

  

２０１１年 特定非営利活動法人 国際比較文化研究所総会案内 
 

今年度の総会は２０１１年５月２８日午後に開催します。万象お繰り合わせのうえご参加ください。

皆様のご意見を必要としています。 

記 

１、 日 時：２０１１年５月２８日（土） ３時 30 分～４時 30 分 

２、 会 場：「まなぱる」（18 号線バイパス。ヤマダ電機前。からおけ「まねきねこ」隣り。） 

３、 議 題：２０１０年度事業報告、会計報告 

      ２０１１年度予算、会計報告、事業計画、人事、 

会員の皆様にはこの日程を空けておいてくださいますようお願いします。出欠は同封のハガキでご連絡下

さい。御欠席の方は委任状に押印をしてご投函下さいますようお願いします。 

☆なお、当日午後 1時 30分から 3時にかけて理事会を開催します。役員の方は宜しくおねがいします。 
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 今年の多文化交流 inマランは難産だった。募集しても全く反忚がない。一度はあきらめて、フライト

もすべてキャンセル。そこに常葉学園大学の学生達から参加申込が届いた。国際ことば学院日本語学校

の野田敏郎先生からの紹介で、このプログラムを知った日本語教育専攻の学生達だった。一度はあきら

めたプログラムを復活させたが、今度は航空券が取れない。日程を変更してやっと实施の目途が付いた

所、今度はその日程なら参加出来るという声が上がり、最終的にリーダーを含めて 10名の参加を得るこ

とが出来、マランの菅ヶ谷マコさんを中心としたスタッフのお陰で、急な変更にも快く忚じて貰うこと

ができ、充实した多文化交流を实施することができた。感謝である。 

 フライトは取れたが、半日以上も台湾の桃園空港で乗継便を待つことになった。そこで急遽台湾での

半日多文化交流を組み込むことにした。この企画に忚えてくれたのは、過去の多文化参加者、梁凱銘君

を中心に短く忙しいが、充实した半日を台湾で過ごすというおまけが付いた。 

 二人の参加者と、スタッフの中心になってくれたキャンディさんから感想文をいただいた。キャンデ

ィは過去の多文化交流に参加、その後文科省招聘留学生として東京で一年過ごした後、ブラウィジャヤ

大学に戻り今回はスタッフのまとめ役として活躍してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

多文化交流 in マラン２０１１  2 月 22 日～3 月 2 日 

スタッフとして 
Brawijaya 大学 Candy Koo 

  

 こんにちは。ブラウィジャヤ大学 4 年生のキャンディーです。「多文化交流 in Malang」のスタッ

フになったのは 2年目ですが、やはりこのプログラムを通して色々な勉強ができて、とても貴重な経

験をしました。私は 2007年（インドネシア人参加者・パートナーになりました）、2009年、そして今

年 2011 年の「多文化交流 in Malang」に参加しましたが、今年は最も良かったと思います。スケジ

ュールは時間をゆっくり楽しく過ごしながら、充实した経験ができるように、みんなのスタッフと一

緒に考えました。スケジュールを決めた後、7 人のスタッフの間にそれぞれ項目の責任者を決めて仕

事をやりましたが、当日にはただ計画通りにやる、そういう簡単なことではありませんでした。病人

が出たり、車が動けなくなったりして、色々ありましたが、スタッフがバックアップし合いながら、

もちろん周りの人々の助けのおかげで、今年の「多文化交流 in Malang」が無事終わりました。 

 私はスタッフの中心として、大切な勉強になったことを一つ言いましたら、ほかのスタッフやイン

ドネシア人参加者、つまりチームの仲間をもっと信じることです。なぜかというと、チームの仲間は

みんなできる限りのことをやり、もう精一杯頑張ったからです。あるドラマのセリフみたいに「後輩

の成長も先輩の仕事ですよ」と、私も自分の成長だけでなく、後輩の成長のためにも考えなければな

りません。 

今年の「多文化交流 in Malang」はもう終わってしまいましたが、来年は今年よりもっと良いプロ

グラムができるように、過去や今年の経験をなにか生かせることを来年のスタッフに伝えます。これ

からも「多文化交流 in Malang」はどんどんより良いプログラム、関わるみんなの一生の宝ものがで

きるプログラムになるように心の底から祈っています。 

 

 

日本の参加者一同成田に集合 ディスカッション参加学生 菅ヶ谷マコさんとキャンディさん 

 
成田で初めて出会った 10名が、僅か一週間ほどの交流の中で实に豊かな交流の時を持ち、帰る頃に

は旧知の仲のようになったのは、考えて見ればいつものこと。「本当の多文化交流は解散した後に始ま

る。」といつも言っているが、最近はその交流の手立てとして Face Book が有効な手立てとなっている。 
世界はどんどん小さくなり、多文化交流の必要性も大きくなると共にその中身も充实してきていること

は何とも嬉しいことだ。 
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は何とも嬉しいことだ。 
 今年のプログラムの特徴は幾つかあるが、その一つとしてマランでの準備が過去の多文化参加者がス

タッフとして活躍してくれたことをを特筆したい。これまでも過去の経験者がスタッフとして盛り上げ

てくれたが、キャンディを中心に一人一人が役割を分担し实に充实したプログラムを組んでくれたこと

に感謝する。 

 もう一つは常葉学園大学で日本語教育を専攻している学生の参加が挙げられる。今後も継続して日本

語教育を学ぶ学生の参加が得られるなら、さらに中身の濃いプログラムを作成することが出来ると思わ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちゃんと生きて帰れるか？！ 
常葉学園大学 小林誉華（こばやし・よしか） 

 
マランに行く前日まで、今回の旅は不安なこと

だらけでした。日本ではあまり知られないインド

ネシア・・・。大げさですが、楽しめるかという

より、ちゃんと生きて帰れるかをとても心配して

いました。 

今回の旅で一番の収穫は、旅の目的でもあっ

た、その土地の人とたくさん交流することができ

たということです。現地に着いたとき、日本語が

通じるので、「すみません」と声をかけたところ、

反忚が満面の笑顔。きっと外国人を相手にしてお

互い最初はぎこちないのだろうなと思っていた

私には驚きでした。傍から見れば当たり前のこと

かもしれませんが、現地で見る彼らの態度には、

特別な魅力があります。不安だった私はその笑顔

ですぐに、なんていいところなんだ、と思ってし

まいました。 

私達がいた一週間、周囲の人達はいつも、楽し

いときは大いに盛り上がり、気遣うことを忘れ

ず、一緒に行動していて気まずいということはあ

りませんでした。「どうしてそんなにいい人な

の？」と聞いてみたところ、「え！普通だよ。な

んでそんなこと聞くの？」と逆に驚かれました。

その反忚が謙遜ではなかったのが、とても気持ち

よかったです。一週間生活してみて、インドネシ

アは日本と違い、物が溢れていないため、生活は

シンプルだと思いました。きっと、日本人のよう

に心がごちゃごちゃしていない分、人に優しくす

る、ということがストレートにできるのだと思い

ます。日本の優しい人は、インドネシア人と比べ

ると少し考えすぎなところがある風に感じます。 

インドネシアでは、やはり、カルチャーショッ

クは沢山ありました。トイレが難しい、交通量の

多い道路に信号がない。日本にいるときはそれが

とても心配でしたが、今では逆にそんな“ありえ

ない”体験ができてよかったと思います。今まで

なかった生活習慣をしながら、その生活が当たり

前の人々とたくさん交流する。そうすることで、

日本にいては気付かない、新しい見方を吸収でき

るからです。 

 

通じ合える 
高崎経済大学 岸綾夏（きし・あやか） 

 

 空港に降り立ったあの瞬間、本当に外国に来た

ことを实感しました。体を覆う湿気、嗅いだこと

のない匂い・・・ これから迎える新たな出会い

を思うと、胸が高まらないはずがありませんでし

た。 

この交流を今となって振り返ると、とにかく毎

日が夢のような時間でした。パートナーのジーと

の出会い。こんなにも最初から分かり合えるのか

と思うほど意気投合し、なんでも語り合える友に

なりました。マランの街の散策に出かけた時も、

私たちが普段友達と過ごす日々と同じように、た

くさん話して笑うことで共有するそんな時間で

した。 

遠い異国だと思っていたインドネシアの地で

あっても“幸せ“と思える時間が存在していたよ

うに思います。 

ホストファミリーとして受け入れてくれたエ

イラ一家と過ごした日々も忘れられないものと

なりました。とてもおいしい料理を作ってくれた

イプ、笑顔はじける妹エクサ・・家族の一員とし

て迎え入れてくれ、大きな優しさにも触れること

ができ、ここでも自分の居場所を見つけた気がし

ました。 

今、エイラとは facebook での交流を続けてい

ます。 先日には彼女が日本語論文大会で使う原

稿を添削するという貴重な経験をしました。今で

もインドネシアの友との交流し接点がある事が

本当にうれしくて仕方ありません。 

 多文化交流を終え、国籍が違っても文化や食べ

物が違っても人は“通じ合える”“分かり合える”

こと、そして、どこにでも自分を支えてくれる、

私自身が何かを与えることができる人たちが世

界中どこにでもいることを心から感じています。 

目をキラキラと輝かせて過ごしている友達に

出会い、こんなにも笑えるのかと思うほど毎日笑

顔だった日々。その一日一日の思い出は私にとっ

て大きな財産となりました。この交流会を通して

出会った人々、そして企画してくださった太田先

生に感謝の気持ちでいっぱいです。これからは、

文化の違いを積極的に受け入れていき、世界の輪

を広げていきたいと思います。 
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今年も釜山外大で日本語を専攻する学生達のサークル「のびのび」（顧問：林先生・担当：梶原先生）

のメンバーによって韓国側の準備が進められている。今年の夏はどのようなプログラムになるのか、今

から楽しみだ。日本語専攻の学生との交流、ホームステイ、韓国式の宴会：いずれも貴重な経験となる。 

加
瀬
谷
恵
の
シ
ョ
ー
ト

・
超
シ
ョ
ー
ト 

十
五
歳
の
涙 

釜山外大の学生との多文化交流 in 釜山２０１１夏 

 

 この夏にも釜山外大生との多文化交流を实施することになりました。大勢の方の参加

をお待ちしています！地震・津波・原発事故にみんなが内向きになってしまったこんな

時だからこそ海外に出て見よう！外から日本を考えよう！明日の日本を考えよう！ 

  

プ ロ グ ラ ム 概 要 

日 時：２０１１年８月１８日（木）～８月２５日（金）７泊８日  

参加費：１２万円（旅行保険・一部食費等別途）申込金３万円を含む 

募集人員： ２０名（１２名にて实施）申込順。定員になりましたら締め切ります。 

申込締切：2011 年 6 月 30 日 申込金３万円  郵便振替：加入者 国際比較文化研究所 

参加資格：１８歳以上の健康な方。使用言語：日本語    口座番号 00510-0-61974 

企 画：特定非営利活動法人国際比較文化研究所  責任者：太田敬雄 

申込先：379-0124 安中市鷺宮 3413－3 国際比較文化研究所 宛下記内容を送って下さい。  

 

参加希望者は氏名（漢字とローマ字・ローマ字）、生年月日、住所、電話・携帯・メールアドレスと

共にパスポートのコピー、パスポート写真大の笑顔のスナップ（上半身・正面）、またパスポートを持

っている人はパスポートのコピーを添えて、メール：mtharunac@xp.wind.jp または郵便で申し込ん

で下さい。 

なお、締切は 6 月 30 日ですが、少しでも安く組むためには出来るだけ早く航空券を確保する必要が

ある。参加希望者は早めに申し込んで下さい。 

あ
や
ち
ゃ
ん
は
、
最
後
の
日
、
大
好
き
な
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
け
ん

と
く
ん
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。 

「
先
生
、
こ
の
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
ね
、
け
ん
と
く
ん
が
手
振

っ
て
く
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ぉ
。
で
ね
、
妹
が
超
む
か
つ
く
ん

で
す
よ
、
ち
ょ
っ
と
手
振
っ
て
も
ら
っ
た
か
ら
っ
て
調
子
に
乗
っ

ち
ゃ
っ
て
。」 

ま
た
始
ま
っ
た
。
授
業
中
ず
っ
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
は
い
つ

も
の
こ
と
な
の
だ
が
、
妙
に
大
人
び
た
目
を
持
つ
少
女
は
気
づ
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
口
か
ら
、
必
ず
妹
の
話
が
出
て
く

る
こ
と
に
。 

「
そ
う
そ
う
聞
い
て
先
生
、
私
が
優
秀
な
妹
の
人
生
を
邪
魔
し

て
る
、
お
父
様
も
会
社
経
営
し
て
る
か
ら
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
に
生
き
な
さ
い
っ
て
占
い
師
に
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
の
通
り

だ
な
ぁ
っ
て
思
っ
て
、
超
ウ
ケ
た
ん
で
す
よ
ぉ
。
」 

乾
い
た
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
う
声
。
あ
や
ち
ゃ
ん
の
大
人
び
た
切
れ

長
の
目
の
奥
に
、
一
瞬
曇
っ
た
も
の
が
よ
ぎ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

た
。
優
秀
な
妹
に
対
す
る
焦
り
の
感
情
は
、
い
つ
し
か
嫉
妬
へ
と

変
貌
し
、
そ
れ
を
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
憤
り
の
気
持
ち
は

、
自
己
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
何
と
か
彼
女
の
心
の
内
に
保
た
れ
て

い
た
。 

四
人
兄
弟
の
第
一
子
。
社
長
令
嬢
。
周
囲
の
期
待
に
反
し
、
成

績
は
下
が
る
一
方
。
塾
で
は
先
生
が
気
に
入
ら
な
い
と
授
業
の
途

中
で
も
帰
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
子
だ
っ
た
。 

「
私
は
、
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
言
う
占
い
信
じ
な
い
。
あ
や
ち

ゃ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
る
よ
。
私
な
ら
、
そ
ん
な
こ
と
出
来
な

い
。
」 

あ
や
ち
ゃ
ん
は
、
私
を
ま
っ
す
ぐ
見
て
「
先
生
は
良
い
人
で
す

ね
。
」
と
言
っ
た
。
十
五
歳
と
は
思
え
な
い
、
大
人
び
た
暗
い
目

だ
っ
た
。 

 

 

加瀬谷 恵 

参加者募集中！ 

mailto:mtharunac@xp.wind.jp
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3・11大地震・津波・原発事故の余震 ―マナパルカレッジー 
 東日本大地震以降の自粛ムードの中で、先号でお知らせした「冷泉公裕ライブ」と「マナパルカレッ

ジ」は吹き飛ばされてしまった感がある。群馬県内と近隣の方々にはハガキでお知らせしたように、す

べて中止するしかなかった。真に残念な決定だったが企画するものとしては、今は被災者救援活動が最

優先と判断した。 

 しかし、いつまでも内向きにこもってしまってはいけない。頃合を見計らって今後の在り方を検討し

ていきたい。そこで当面は第二土曜日には懇談会を午後２時からマナパルで開催する事とした。 

第１回は４月９日に開催。１０名弱の参加者を得て、現状等を気楽に語り合った。５月は１４日に東

日本大震災以降の日本と国際比較文化研究所の役割について、気楽に懇談の時を持つ。一人でも多くの

方が参加し、共に考えて下さることを祈る。やがてまた「マナパル・カレッジ」再開を検討できる日が

来ることを願いつつ。 

 

インドネシア国立ブラウィジャヤ大学と提携へ 
 今年の春に「多文化交流 inマラン２０１１」でマランのブラウィジャヤ大学を訪問した折に、日本語

学科長から協定を結ぶ可能性を打診された。その場で有る程度の話し合いを持ち、準備を進めてきた結

果、学術と文化の分野で相互に協力しながら交流する協定を結ぶことになった。 

 このニューズレターがお手元に届く頃、所長、太田敬雄は同大学に出向きブラウィジャヤ大学の学長

と協定書に署名をしていることになる。これまでは同大学の日本語専攻の学生達との多文化交流や、そ

の多文化交流に参加した学生の中から、数人研究所で日本に招聘してきた。すでに６名の若者たちが招

聘プログラムで来日しており、日本から多文化交流プログラムでマランに行ったメンバーは数十人にの

ぼる。このような活動が評価されて協定を結ぶこととなった。今後の「多文化交流 inマラン」ならびに

「インドネシアの学生招聘プログラム」にとって大きな力となることだろう。 

                           

 

 

 

 

高崎経済大学木暮ゼミの実習受け入れへ 
今年度、高崎市立高崎経済大学の地域政策学部観光政策学科で、多言語・多文化共生の地域づくりに

ついて研究している木暮律子先生のゼミの实習を受け入れる事となった。ゼミ生 11名と他のゼミからの

参加者数名を加え、15名程度の 3年生が国際比較文化研究所で实習を行う。 

 国際比較文化研究所というＮＰＯの活動全体を見て、实習して貰うため、多文化交流関係の实習の他

に、マナパルでの实習、さらには現在マナパルが取り組んでいる東日本大震災の被害者救援活動にも参

加して貰う予定である。 

 多文化交流関係では、今年の夏の「釜山外大生との多文化交流 in釜山」の企画・準備に協力して貰う

ほかに、昨年末に实施した「留学生との多文化交流 inぐんま」も協力してもらいながら立ち上げていき

たいと計画を練っている最中である。これは「学習の森」確保が条件となるが、予定としては 8月 5日

から 9日に实施したいと考えている。その時はまた大勢の皆さんの協力を仰ぐこととなるだろう。ホス

トファミリー、食事ボランティアなど、ご協力いただける方にはご連絡を頂きたい。 

「留学生との多文化交流 in ぐんま 2011」ボランティア希望者の連絡求む！ 
 今回の東日本大震災にもめげず、日本に残って留学生生活を続ける若者を励まし、彼らの友だち作り

を支えて下さい。ボランティアをお願い出来る方は研究所までご連絡下さい。

Universitas Brawijaya  

1963 年に設立されたブラウィジャヤ大学は、現在法学部、社会学部、

理数学部、獣医学部、海洋生物学部、農学部など１４の学部を持つ総合

大学で、学生３万人、教員 1640 名を擁する。 

言語・文化学科は 1,986 年に言語・文学プログラムが発展して出来た

新しい学部（Cultural Science）にある唯一の学科である。この学科に

は英文科、日文科、仏文科があり、学生総数 1000 名ほどである。 

また、ブラウィジャヤ大学のある Malang 市は東ジャワ島 2 番目の大

都市で、人口 78 万人。高地にあるため、涼しく生活しやすい都市であ

る。オランダの支配下に有った時にはオランダ人の避暑地として栄え、

日本の軽井沢のような発展をしてきた。 



8 

 

☆会費納入とご寄付のお願い☆ 
 大勢の皆様のご協力によって２０１０年度も研究所らしい活動を続けて参りました。「相互理解に基づ

いた、より豊かで平和な地球を創るために」 これからも一歩一歩、試行錯誤しながらも進んで参りた

いと決意を新たにさせられた 12年目を歩み始めています。 

会員の皆様に支えられて活動を続けられていることに心から感謝しております。年会費は個人が２０

００円です。振込用紙を同封しますが、ご寄付下さる方のため、また新入会員のための振込用紙です。

決してご寄付を強要するものではありません。 

 「まなぱる」の活動、「まなぱる XD」のスタート、そして 3月 11日の震災救援活動と精一杯の活動

を続けております。多目的教育施設「まなぱる」をご支援下さいますようお願いします。 

 インドネシア人学生招聘事業「多文化交流 in 関東」、夏に实施を考えておりましたが、震災の影響も

ありこのプログラムの实施は延期しなくてはならないかも知れません。延期はしても必ず日本語を積極

的に学び、日本訪問を夢としてはいても、私費での来日は難しいインドネシアの若者達のために活動を

続けます。これからも宜しくお願いします。 

◇会員倍増計画◇ 新しい会員をお誘いください。入会に条件はありません。国際比較文化研究所の活

動に賛同し、ご協力下さる方はどなたでも大歓迎です。これからの世界平和实現を願いつつ多様な教育・

文化活動をつづける研究所を理解していただき、支えて下さる方の一人でも多くがご参加くださるよう

願っています。 

会費・寄付（２０１１．２．５．～２０１１．４．２０   ＜敬称略・順不同＞ 

＜入会＋会費＞菅ヶ谷マコ、安斉修宏、張嘉優、丸山輝彦、宇賀神正美・真实。 

 

＜会費＞皆様の変わりないサポートのおかげを持ちまして活動を徐々に広げていく事が出来ております。

有難うございます。なおカッコ内の年度記載の無い方は 2011年度分の会費をお支払いいただきました。 

荒井美幸、阿部昭子（11,12）、徳増弘子、今井睦子、堀口将太郎、林恵美子、内田穂積、長坂達彦、 

大江士、飯田俊、小倉寿、永田強一、村井田和夫（12）、長谷川昇、柴山享、イースター社、梶原悦子（10）、

山縣英明、吉田省史郎、板橋満男、新井美弥子、小坂景子、大塚正子、森泉孝行、熊倉浩靖、中司和雄、

森啓（12～16）、渡部恵知子、土屋操、山崎恵美子、福田則行、倉沢淑子。 

 

＜「インドネシアより招聘」「多文化交流 in関東」指定寄付＞小山直美、長谷川昇。御協力有難うござ

います。今年度は震災の影響もあり、インドネシアからの招聘プログラムは延期になるかも知れません

が、タイミングを見て継続して参ります。また次回の「多文化交流 in関東」にもご協力をお願いします。 

 

＜マナパル 指定寄付＞渡部恵知子、佐藤修。 マナパルがさらなる飛躍を準備しておりますなか、心

強いお支えに感謝します。多目的教育活動の支えとして有効に活用させて頂きます。なお復旧支援活動

へのご寄付もここに加えております。 

 

＜一般寄付＞阿部昭子、大江士、永田強一、村井田和夫、山縣英明、板橋満男、森泉宏昭、今井たみ子、

福田則行、倉沢淑子、木暮直晃。 有難うございます。必要とされる所も多くなってきました。有効に

使わせて頂きます。 

 

  

 

Newsletter 発行：特定非営利活動法人国際比較文化研究所 

事務所：〒379-0124 群馬県安中市鷺宮３４１３－３ 

    電話：027-382-5998 FAX：027-382-6393 

          e-mail：mtharunac@xp.wind.jp 

HP：http://www8.wind.ne.jp/mthc 

MANAPAL ブログ：http://manapal.gunmablog.net/e80854.html 

郵便振込口座番号：00510-0-61974   名称：国際比較文化研究所 

 編集後記：3 月に発行予定だったこのニューズレターだが、3・11 大震災の後、どうにも作業が進

まなかった。しかし、その間にも次々と大きな動きが有り、ついに発行が 5 月にずれ込む事態となっ

て てしまった。総会の案内も少々

遅くなってしまった。申し訳な

く思いつつ今年度の第一号を

お届けすることが出来て感謝。 

多目的教育施設まなぱる・被災

者救援活動・多文化交流プログ

ラムなど今年も意欲的に進め

ていきたい。皆様のご協力をお

願いしたい。 
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